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ア上で起きた “ゲイ・ブーム” を巡るかたちで論じられてきた (McLelland, 1999/2000; 石田 , 




いた、と考えられている (石田 , 2007a, p. 48)。この “ゲイ・ブーム” においては、「男と男の
恋愛や、ゲイという存在に、女性たちはなぜ惹かれるかという謎解きが頻繁になされた」とい
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差別の形態」であると指摘する (小谷 & ヴィンセント , 1996, p. 84)。そしてこのイメージは、
欧米に見られるような身体的な暴力ではないものの、蔑視・差別を加える日本的な同性愛嫌
悪であると指摘している (ibid., p. 84)。また、ゲイ・アクティビストであり文筆家である伏見
は、勝手に理想的なイメージを抱いてゲイ男性に近づき、そのイメージに裏切られたときに怒
り出すヘテロセクシュアル女性の行動を端的に、「女のセクハラ」と評している (伏見 , 2004, 
p. 565)。平野 (1994)や掛札 (1992)も同様に、“ゲイ・ブーム” による同性愛者を称揚するイ
メージは、異性愛者が安全である限りにおいて同性愛者を認める、という立場から発されたも
のであることを指摘している。“ゲイ・ブーム” を「くだらない」ものとして否定する声は、ブー










































































































































































ることがある。つまり、いわゆる “オコゲ” として扱われる、ということである。“オコゲ” と
は “オカマ（＝同性愛者）” に焦げ付くようにひっついているヘテロセクシュアル女性のこと
を示す言葉であり、蔑称として機能している (平野 , 1994, p. 19)。そこで想定されている女性
像は、「女のセクハラ」をしてくるような、「新宿 2丁目あたりでゲイにくっついて遊んでる














































伏見憲明 . (2004). 「プライベート・ゲイ・ライフ」. In 伏見憲明 , 『ゲイという「経験」［増補版］』 
(pp. 559-659). 東京 : ポット出版 . (Reprinted from『プライベート・ゲイ・ライ
フ－ポスト恋愛論』, by 伏見憲明 , 1991, 東京 : 学陽書房 )
Hall, Jonathan Mark. (1998). 「偽りの友　－男性同性愛のあらわれと女性の観客、救済の罠」. 
In 風間孝 , キース・ヴィンセント & 河口和也 (Eds.), 『実践するセクシュアリティ』 
(pp. 80-92). 東京 : 動くゲイとレズビアンの会（アカー）.
Hall, Jonathan Mark. (1999). 「消費する男、処理される女、その間に賭けられた同性愛」. 『現
代思想　1999年 1月号　特集＝ジェンダー・スタディーズ』, 27(1), 231-237.
平野広朗 . (1994). 『アンチ・ヘテロセクシズム』. 東京 : パンドラ .
石田仁 . (2006). 「セクシュアリティのジェンダー化」. In 江原由美子 & 山崎敬一 (Eds.), 『ジェ
ンダーの社会理論』 (pp. 153-165). 東京 : 有斐閣 .
石田仁 . (2007). 「ゲイに共感する女性たち」. 『ユリイカ 2007年 6月号臨時増刊号 総特集 腐
女子マンガ大系』, 39(7), 47-55.
石田仁 . (2007). 「「ほっといてください」という表明をめぐって　やおい／ BLの自律性と表
象の横奪」. 『ユリイカ 2007年 12月臨時増刊号　総特集 =BLスタディーズ』, 
39(16), 114-123.
掛札悠子 . (1992). 『「レズビアン」である、ということ』. 東京 : 河出書房新社 .
ヴィンセント , キース ., & 小谷真理 . (1996). 対談「徹底討議：クィア・セオリーはどこまで開
けるか」 [Dialogue]. 『ユリイカ』, 5, 34-56.
McLelland, Mark. (1999). Gay Men as Women’ s Ideal Partners in Japanese Popular 
Culture: Are Gay Men Really a Girl’ s Best Friends? U.S.-Japan Women's Journal 
English Supplement, No.17, 77-110.
McLelland, Mark. (2000). Male Homosexuality in Modern Japan: Cultural Myths and Social 
Realities. New York: Routledge Curzon.
東京レズビアン＆ゲイパレード 2006実行委員会 . (n.d.).「TLGP2006：東京レズビアン＆ゲイ
パレード 2006 公式ホームページ」. Retrieved December 1, 2007, from http://
www.tlgp.org/index_pc.html
吉澤夏子 . (2006). 「ジェンダーとルーマン・システム論」. In 江原由美子 & 山崎敬一 (Eds.), 
『ジェンダーの社会理論』 (pp. 91-103). 東京 : 有斐閣 .
71研究ノート：「ゲイ男性と親交を持つヘテロセクシュアル女性」へのインタビュー調査











Heterosexual Women who have Close Friendships with Gay Men
Yuji KATO
This study is based on interviews with heterosexual women who have close 
friendships with gay men. In the Japanese media's "Gay Boom" phenomenon that arose 
in the 1990s, gay men were represented as being the ideal partners for heterosexual 
women. While this has stimulated research and incurred various criticisms from gay and 
lesbian academics and activists, there has been no qualitative research of heterosexual 
women.
This study is based on interviews of 14 heterosexual women who have close 
friendships with gay men. The interviews were of one hour in length and consisted of 
questions such as "Where did you meet your gay friend and what kind of relationship 
do you have with them?," "What kind of relationships do you have with heterosexual 
women and men?," and "Do you have lesbian friends?" Various patterns were discovered 
in the way heterosexual women got to know gay men and in the kinds of relationships 
they formed. It also became apparent that even if the initial motivation for meeting 
had been out of mere curiosity, the relationships eventually developed into close 
friendships.
Keywords: heterosexual women, gay men, close friendships, "Gay Boom" phenomenon
